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監
査
委
員
の
選
任
に
同
意

　

監
査
委
員
の
辞
任
に
伴

い
、剣
持
伊
佐
男
さ
ん
（
岩

井
）
を
選
任
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
９
年
６
月

７
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

　

ま
た
、
監
査
委
員
の
任

期
満
了
に
伴
い
、
齋
藤
貴

史
議
員
（
原
町
）
を
選
任

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。

　

任
期
は
令
和
９
年
５
月

12
日
ま
で
で
す
。

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
同
意

　

教
育
委
員
会
委
員
の
任

期
満
了
に
伴
い
、
引
き
続

き
高
橋
通
泰
さ
ん
（
本
宿
）

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
９
年
６
月

20
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

懲
戒
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
に
同
意

　

懲
戒
審
査
委
員
会
委
員

の
任
期
満
了
に
伴
い
、
引

き
続
き
二
階
堂
慎
さ
ん

（
高
崎
市
）
と
萩
本
強
志
さ

ん
（
伊
勢
崎
市
）
を
選
任

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。

　

任
期
は
令
和
７
年
６
月

29
日
ま
で
の
２
年
間
で
す
。

　

令
和
５
年
第
２
回
定
例

会
が
、
６
月
６
日
か
ら
15

日
ま
で
の
10
日
間
、
役
場

庁
舎
３
階
の
議
会
議
場
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

会
期
中
、
町
長
か
ら
提

案
さ
れ
た
人
事
案
件
や
条

例
改
正
な
ど
の
議
案
が
審

議
さ
れ
ま
し
た
（
議
案
な

ど
の
審
議
結
果
に
つ
い
て

は
、
９
ペ
ー
ジ
の
表
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）。

　

ま
た
、
町
政
一
般
質
問

に
は
４
人
の
議
員
が
登
壇

し
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た

（
10
ペ
ー
ジ
か
ら
13
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

副
町
長
に
石
村
文
明
氏

を
選
任
な
ど
、

人
事
案
件
６
件
に
同
意

　　

渡
辺
三
司
副
町
長
の
任

期
満
了
に
伴
い
、
新
副
町

長
に
石
村
文
明
さ
ん
（
三

島
）
を
選
任
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

　

石
村
さ
ん
は
、
群
馬
県

職
員
と
し
て
長
く
県
政
に

携
わ
り
、
令
和
４
年
６
月

か
ら
は
町
の
監
査
委
員
と

し
て
町
の
財
政
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
９
年
６
月

７
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。
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人　

事　

案　

件

６
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

新
た
な
体
制
で

　
　

町
づ
く
り
の
課
題
に
挑
む

◎
新
副
町
長
に
石
村
文
明
氏

◎
予
算
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

◆
付
託
調
査
事
項

①
予
算
に
関
す
る
こ
と

②
決
算
に
関
す
る
こ
と

◆
委 

員 

の 

定 

数　

11
人

（
議
長
を
除
く
、
全
議
員
）

委
員
長　

：
里
見　

武
男

副
委
員
長
：
髙
橋　

徳
樹

◆
調
査
期
間　
　

議
会
の
閉
会
中
も
調
査
を

行
う
こ
と
が
で
き
、
議
会
が

本
件
調
査
終
了
を
議
決
す

る
ま
で
継
続
し
て
調
査
を

行
う

　

質　

疑

議
員　

委
員
会
の
設
置
に
は

反
対
は
し
な
い
が
、
一
般
会

計
当
初
予
算
･
決
算
の
議
案

付
託
あ
り
き
で
進
ん
で
い
る

の
か
聞
き
た
い
。

議
会
運
営
委
員
長　

議
案
の

付
託
は
、
今
後
議
会
運
営
委

員
会
や
議
員
全
員
協
議
会
で

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。

議
員　

執
行
部
と
協
議
し
た

案
は
、
も
う
少
し
煮
詰
め
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
と

り
あ
え
ず
立
ち
上
げ
て
い
く

も
の
と
考
え
て
い
る
。
議
案

付
託
あ
り
き
で
は
な
く
、
本

会
議
で
の
質
疑
が
で
き
る
よ

う
、
協
議
を
し
て
ほ
し
い
。

議
会
運
営
委
員
長　

お
示
し

し
た
9
月
定
例
会
の
日
程
は

案
で
あ
る
の
で
、
今
後
議
会

運
営
委
員
会
や
議
員
全
員
協

議
会
や
執
行
部
と
の
調
整
の

中
で
決
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

議
員　

以
前
の
議
員
全
員
協

議
会
で
配
布
さ
れ
た
案
に
は
、

予
算
編
成
前
の
委
員
会
で
予

算
に
対
し
て
要
望
書
等
が
検

討
さ
れ
て
い
る
が
、
予
算
決

算
特
別
委
員
会
で
は
、
議
案

が
議
会
に
上
程
さ
れ
て
か
ら

協
議
を
す
る
も
の
と
理
解
す

る
。
事
前
に
予
算
に
対
し
て

意
見
を
す
る
こ
と
は
、
町
長

の
予
算
提
案
権
に
対
し
て
越

権
行
為
と
見
な
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
。
予
算
決
算
は
あ

く
ま
で
も
議
案
上
程
さ
れ
て

以
降
に
調
査
、
審
議
さ
れ
る

も
の
と
思
う
の
で
慎
重
に
協

議
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
会
運
営
委
員
長　

い
た
だ

い
た
意
見
を
踏
ま
え
、
今
後

協
議
し
て
い
く
。

烏
帽
子
山
植
林
組
合
議
会
議

員
の
補
欠
選
挙

　

議
員
辞
職
に
伴
い
、
４
名

が
指
名
推
選
に
よ
り
当
選
し

ま
し
た
。

　
　
　
　
　

 

増
子　

京
子                   

　
　
　
　
　

 

渡　
　

一
美

　
　
　
　
　

 

井
上
日
出
来

　
　
　
　
　

 

髙
橋　

徳
樹

重
要
な
町
の
予
算
決
算　

全
員
で
協
議　
　

　
　
　
　
　
　

  

予
算
決
算
特
別
委
員
会
設
置

剣持伊佐男さん齋藤貴史さん高橋通泰さん

石村文明さん



物
品
購
入
契
約
の
締
結

　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
（
第

１
分
団
第
１
部
）
の
購
入
。

●
契
約
金
額
…
３
１
７
９

万
円

●
契
約
相
手
…
株
式
会
社

佐
藤
工
業
所　

代
表
取
締

役　

片
山　

髙
雄（
前
橋
市
）

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

旧
坂
上
小
学
校
体
育
館
・

調
理
場
・
公
仕
室
解
体
工
事
。

●
契
約
金
額
…
６
４
５
７

万
円

●
契
約
相
手
…
池
原
工
業

株
式
会
社　

代
表
取
締
役

池
原　

純
（
原
町
）

　

令和４年度繰越明許費繰越計算書の報告

繰越明許費とは？

５ 東吾妻町議会だより　令和５年８月１日　７０号 東吾妻町議会だより　令和５年８月１日　７０号  ４

陳
情

継続
審査

国に対し、適格請求書等保存方式（インボイ
ス制度）の延期･見直しを求める陳情書

 インボイス制度を考えるフリーランスの会
 代表　阿部　伸

総務建設
常任委員会

陳
情

継続
審査

全国霊感商法対策弁護士連絡会の不当な声明
に対する陳情

 基本的人権を守る群馬県民の会
 副代表　上田　寿江

総務建設
常任委員会

陳
情

継続
審査

消費税インボイス制度の１０月実施を延期
し、制度の中止を求める陳情書

 吾妻民主商工会　金澤　敏
総務建設

常任委員会

今回の陳情

電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
な
ど

７
月
１
日
か
ら
課
税
対
象
に

東
吾
妻
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
お
よ
び
道
路
交

通
法
の
一
部
改
正
を
受
け
、

電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
と
一
般

的
に
呼
ば
れ
る
特
定
小
型
原

動
機
付
自
転
車
の
税
率
等
を

新
た
に
規
定
し
、
年
額
２
０

０
０
円
を
課
税
す
る
も
の
で

す
。
7
月
１
日
か
ら
の
施
行

と
な
り
ま
す
。

東
吾
妻
町
手
数
料
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

小
字
ご
と
の
土
地
改
良
事

業
確
定
測
量
成
果
に
対
し
、

地
籍
図
と
同
様
に
、
閲
覧
手

数
料
３
０
０
円
を
徴
収
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

物
価
高
騰
対
策
に
１
人

１
万
円
商
品
券
支
給

　

一
般
会
計
は
、
歳
入
歳
出

に
そ
れ
ぞ
れ
１
億
６
８
８
０

万
円
を
追
加
し
、
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
85
億
４
４
７
２
万
円

と
し
ま
し
た
。

　

物
価
高
騰
対
策
で
、
通
算

４
度
目
の
住
民
１
人
1
万
円

の
商
品
券
の
支
給
や
低
所
得

世
帯
（
非
課
税
世
帯
）
へ
３

万
円
支
給
な
ど
の
対
策
を
盛

り
込
み
ま
し
た
。

主
な
追
加
事
業

緊
急
経
済
対
策
商
品
券
支
給

事
業

　
　
　

１
億
２
９
０
１
万
円

低
所
得
世
帯
支
援
給
付
金
給

付
事
業　
　
　
　
　
　
　
　

　

   　
　

 　

５
２
４
２
万
円

農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業　

　
　
　

    　
　

４
０
０
万
円

防
犯
事
業　

    　
　

40
万
円

橋
り
ょ
う
維
持
費
（
沼
尾
大

橋
補
修
事
業
負
担
金
）

　
　

    　
　

１
５
６
９
万
円

  
条
 例

 関
 係

事　　業　　名 繰越額

第２次総合計画後期基本計画策定事業 385万円

交通結節点基本構想策定事業 513万円

定住促進事業住宅取得奨励補助金交付事業 1061万円

コンベンションホール大規模改修事業 7060万円

太陽光発電システム設置費補助金事業 45万円

農地耕作条件改善事業 520万円

東吾妻町住宅新築改修等補助金 215万円

中小事業者感染症対策及びSDGs推進補助金 60万円

観光管理費 800万円

忍びの町ひがしあがつま推進事業 65万円

法定外公共物再整備事業 569万円

一般廃棄物処理施設アクセス道路整備事業 940万円

上信自動車道関連事業 7321万円

防火水槽修繕工事 200万円

ケーブルテレビ設備維持管理事業 148万円

（１万円未満切り捨て）

令和５年度に繰り越すことが決まった事業

東
吾
妻
町
犯
罪
被
害
者
等

支
援
条
例
制
定

　

犯
罪
被
害
者
等
基
本
法

に
基
づ
き
、
町
、
町
民
、
事

業
者
の
責
務
を
明
ら
か
に

し
、
犯
罪
被
害
者
等
の
支

援
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

　

町
民
が
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
地
域
社

会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
ま
す
。

　

★
基
本
理
念
は
？

①
犯
罪
被
害
者
の
個
人
の

尊
厳
が
重
ん
ぜ
ら
れ
、
そ

の
尊
厳
に
ふ
さ
わ
し
い
処

遇
を
保
障
さ
れ
る
権
利
が

尊
重
さ
れ
る
。　

②
二
次
的
被
害
や
再
被
害

の
な
い
よ
う
配
慮
す
る
。

③
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家

族
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
必
要
な

支
援
が
途
切
れ
る
こ
と
な

く
提
供
さ
れ
る
。

④
関
係
機
関
等
が
相
互
に

連
携
･
協
力
し
て
行
う
。

　

★
町
の
責
務
と
は
？

　

基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、

被
害
者
等
支
援
に
関
す
る

施
策
を
総
合
的
に
策
定
し
、

計
画
的
に
実
施
す
る
。

　

★
町
民
･
事
業
者
の
役

割
は
？

　

犯
罪
被
害
者
支
援
等
の

必
要
性
に
理
解
を
深
め
、
二

次
的
被
害
が
生
ず
る
こ
と

の
な
い
よ
う
配
慮
し
、
町

の
支
援
に
関
す
る
施
策
に

協
力
す
る
。

　

★
町
の
支
援
は
？

･
相
談
お
よ
び
情
報
提
供
。

関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
。

･
経
済
的
支
援
。　

　

死
亡
の
場
合
の
遺
族
見

舞
金
30
万
円
支
給
。

　

重
傷
病
の
場
合
の
重
傷

病
見
舞
金
10
万
円
支
給
。

･
町
営
住
宅
へ
の
入
居
に

お
け
る
配
慮
な
ど
。

犯
罪
被
害
者
救
済
の
た
め
の
条
例
可
決

年度内で使い終わらない見込みの支出につ
いて、翌年度に限り繰り越して使用すること。
繰越明許費は議会の議決が必要ですが、新年度に
なり改めて報告されました。

旧坂上小学校体育館
会　　計　　名 補正額 予算総額

一 般 会 計 １億6880万円 85億4472万円

下水道事業特別会計 127万円 ５億3835万円

令和５年度　補正予算一覧

渋
川
市
と
共
同
で
工
事
を

行
っ
て
い
る
沼
尾
大
橋

補 正 予 算

電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
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あの請願・陳情はどうなったか？

№ 採択議会 担当課 処理状況

1 平成２１年　６月採択 農林課 処理中

2 平成２２年１２月採択 建設課 処理中

3 平成２５年　３月採択 まちづくり推進課 処理中

4 平成２５年　９月採択 まちづくり推進課 処理中

5 平成２５年１２月採択 企画課 処理中

6 平成２６年　３月採択 建設課 処理中

7 平成２６年　６月採択 建設課 未決

8 平成２６年　９月採択 建設課 未決

9 平成２６年１２月採択 まちづくり推進課 処理中

10 平成２７年　３月採択 農林課 未決

11 平成２７年　９月採択 建設課 未決

12 平成２７年　９月採択 社会教育課 処理中

13 平成２７年１２月採択 まちづくり推進課 未決

14 平成２７年１２月採択 建設課 処理中

15 平成２７年１２月採択 建設課 未決

16 平成２８年　９月採択 建設課 未決

17 令和　元年　９月採択 建設課 処理中

18 令和　元年　９月採択 学校教育課 未決

19 令和　２年　６月採択 建設課 処理中

20 令和　２年１２月採択 建設課 処理中河川からの越水被害に関する陳情

橋梁の架け替えと町道拡幅に関する陳情（岩下漆貝
戸）

東吾妻町弓道場の新設に関する陳情書

安心して住み続けられる坂上地区づくりに関する陳情
（トイレ・ＧＳ・直売所）

町道５０８５号線（原町上野在下)拡幅改良工事に関
する陳情書

上信自動車道の開通に伴う発展政策提言の陳情書

町道新井・横谷・松谷線拡幅のお願い

日向地区の町道並びに上本丸橋改修に関する陳情

東吾妻町立小学校におけるフッ化物洗口実施に関する
陳情

町道５２４２号線（郷原古谷）改良の請願

十二ヶ原第二畜産団地の排水について【請願】（植栗
区長）

請願・陳情件名

町道３００５号線（本宿上の原）舗装工事のお願い

町道程岩・堂ヶ沢線改修工事を求める陳情

「農山漁村活性化プロジェクト支援交付金（農林水産
省）」事業等導入促進に関する請願書

地元小規模零細商業者への東吾妻町公共施設の発注拡
大に関する陳情

陳情書　(坂上地区にガソリンスタンドを確保するた
め、事業者の確保と支援を）

陳情書　町道新井・横谷・松谷線(厚田～三島間)の拡
幅改良工事

陳情書　公衆用道路の拡幅改良について（大戸上宿区
長）

陳情書　町道５２６７号線の道路改良拡幅工事（辻区
長）

萩生地区活性化拠点 観光案内看板・休憩所設置に関
する陳情（萩生地区活性化推進委員会）

　未決・・・どのような方法で行うか決定されていない　　　処理中・・・着手し進行中
 

請願・陳情についての報告
　議会では、皆さんから提出された請願・陳情を慎重に審査しています。採択した中で、町
執行部へ送るべきものは速やかに送付し、要望の実現が図られるよう議会の意志を伝えてい
ます。これに対し実施の可否は町の判断になりますが、処理経過を報告することが義務づけ
られており、６月議会に報告がありました。

  
請
願
･陳

情
報
告

NO.17　日向地区の町道並びに上本
丸橋改修に関する陳情

本宿日向線は令和２年度から舗装工事実
施（令和４年度完了）。上本丸橋は平成 30
年度床版防水対策工事を実施、補修耐震
化は今後詳細設計に着手予定。

NO. １　町道３００５号線（本宿上
の原）舗装工事のお願い

本宿・上の原の町道３００５号線は、令
和７年度の土地改良事業採択に向け、実
施中。

    

請
願
・
陳
情
の
し
か
た

◎
請
願
・
陳
情
と
は

　

町
政
に
対
す
る
皆
さ
ん

の
意
見
や
要
望
を
「
請
願
」

「
陳
情
」
と
し
て
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　

東
吾
妻
町
議
会
議
員
の

紹
介
が
あ
る
も
の
を
請
願

と
い
い
、
紹
介
の
な
い
も

の
を
陳
情
と
い
い
ま
す
。

◎
請
願
・
陳
情
の
書
き
方
と
提
出
方
法

・
受
付
締
切
日

　

定
例
会
前
に
開
か
れ
る
議
会
運
営
委
員
会
の
前
日

（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
、
そ
の
前
日
の
午
後
５
時
15

分
ま
で
）

・
必
要
記
載
事
項

　

請
願
（
陳
情
）
の
表
題
、請
願
（
陳
情
）
の
趣
旨
、理
由
、

提
出
年
月
日
、
請
願
（
陳
情
）
者
の
郵
便
番
号
、
住
所
、

電
話
番
号
、
署
名
（
ま
た
は
記
名
押
印
）

　

な
お
、
請
願
の
場
合
は
、
紹
介
議
員
の
署
名
（
ま
た

は
記
名
押
印
）、
あ
て
先
（
東
吾
妻
町
議
会
議
長
）

・
提
出
先
…
議
会
事
務
局
（
議
長
宛
）

・
そ
の
他
…
邦
文
で
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

陳
情
書

坂
上
地
区
上
の
原

上
本
丸
橋

＊特に進展のあった陳情（その他は７ページの表をご覧ください）



東吾妻町議会だより　令和５年８月１日　７０号 ８９ 東吾妻町議会だより　令和５年８月１日　７０号

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

佐
藤
　
聡
一

齋
藤
　
貴
史

増
子
　
京
子

渡
　
　
一
美

井
上
日
出
来

高
橋
　
　
弘

髙
橋
　
徳
樹

里
見
　
武
男

小
林
　
光
一

重
野
　
能
之

竹
渕
　
博
行

樹
下
　
啓
示

専決処分の承認（東吾妻町税条例の一部を改正する条例） 12 11 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5/15

専決処分の承認（東吾妻町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 12 11 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5/15

専決処分の承認（令和５年度東吾妻町一般会計補正予算（第１号） 12 11 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5/15

東吾妻町固定資産評価員の選任 12 11 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5/15

東吾妻町農業委員の任命 12 11 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5/15

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

佐
藤
　
聡
一

齋
藤
　
貴
史

増
子
　
京
子

渡
　
　
一
美

井
上
日
出
来

高
橋
　
　
弘

髙
橋
　
徳
樹

里
見
　
武
男

小
林
　
光
一

重
野
　
能
之

竹
渕
　
博
行

樹
下
　
啓
示

議会広報特別委員会設置に関する決議 11 10 0 可 ‐ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6/6

東吾妻町副町長の選任 11 10 0 可 ‐ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6/6

東吾妻町監査委員の選任 11 10 0 可 ‐ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6/6

東吾妻町監査委員の選任 11 10 0 可 ‐ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6/6

東吾妻町教育委員会委員の任命 11 10 0 可 ‐ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6/6

東吾妻町懲戒審査委員会委員の選任 11 10 0 可 ‐ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6/6

東吾妻町懲戒審査委員会委員の選任 11 10 0 可 ‐ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6/6

東吾妻町犯罪被害者等支援条例 12 11 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6/14

東吾妻町税条例の一部を改正する条例 12 11 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6/14

東吾妻町手数料徴収条例の一部を改正する条例 12 11 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6/14

東吾妻町保育所の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 12 11 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6/14

東吾妻町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例

12 11 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6/14

令和５年度東吾妻町一般会計補正予算（第２号） 12 11 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6/14

令和５年度東吾妻町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 12 11 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6/14

工事請負契約の締結 12 11 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6/14

物品購入契約の締結 12 11 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6/14

予算決算特別委員会設置に関する決議 12 11 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6/14

　　第１回　臨時会（令和５年５月１５日）

可…可決、否…否決、○…賛成、×…反対、欠…欠席、／…退席　　議長(１番)は採決に加わらないため「‐」で表示

　　　　　　　　　　　　　　　議 員 名
　　議 案 名

出
席
者
数

賛
 
　
成

反
　
　
対

議
決
結
果

議
　
決
　
日

　　第２回　定例会（令和５年６月６日～１５日）

議　案　な　ど　の　審　議　結　果

　　　　　　　　　　　　　　　議 員 名
　　議 案 名

出
席
者
数

賛
 
　
成

反
　
　
対

議
決
結
果

議
　
決
　
日

　

令
和
５
年
第
１
回
臨
時
会

が
５
月
15
日
に
開
か
れ
ま
し

た
。
町
長
か
ら
条
例
改
正
・

補
正
予
算
の
専
決
処
分
や
人

事
案
件
な
ど
、
５
議
案
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ

も
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

●
専
決
処
分
の
承
認

子
育
て
世
帯
へ

　
　
　
緊
急
的
支
援
を

　■
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
４

９
１
万
円
を
追
加
し
、
総
額

を
そ
れ
ぞ
れ
83
億
７
５
９
１

万
円
と
し
ま
し
た
。

　

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特

別
給
付
金
を
早
期
に
支
給
す

る
た
め
の
専
決
処
分
を
承
認

し
ま
し
た
。

■
東
吾
妻
町
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
た
こ

と
に
伴
う
条
例
改
正
で
す
。

　

主
な
変
更
内
容

･
地
方
税
統
一
Q
Ｒ
コ
ー
ド

の
導
入
に
伴
い
町
県
民
税
特

別
徴
収
お
よ
び
法
人
町
民
税
、

た
ば
こ
税
の
納
付
書
の
対
応

様
式
の
追
加
。

･
肉
用
牛
の
売
却
に
よ
る
事

業
所
得
課
税
に
係
る
町
民
税

の
特
例
適
用
期
限
の
３
年
間

延
長
。

･
被
災
に
よ
る
固
定
資
産
税

の
特
例
の
適
用
年
度
の
改
正
。

･
軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能

割
、
種
別
割
の
改
正
な
ど
。

■
東
吾
妻
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
た

こ
と
に
伴
う
条
例
改
正
で
す
。

　

主
な
変
更
内
容

･
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課

税
額
に
係
る
課
税
限
度
額
を

中
間
所
得
層
の
被
保
険
者
の

負
担
に
配
慮
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
20
万
円
か
ら
22
万
円

へ
改
正
。

･
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
減

額
す
る
保
険
税
の
普
通
徴
収

の
納
付
期
限
を
令
和
５
年
３

月
末
か
ら
令
和
６
年
３
月
末

に
延
長
な
ど
。

　
■
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

　

堀
込
恒
弘
さ
ん
（
税
務
課

長
）
の
固
定
資
産
評
価
員
の

選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

■
農
業
委
員
の
任
命
の
同
意

　

農
業
委
員
の
辞
職
に
伴
い
、

剣
持
敏
信
さ
ん
（
岩
井
）
の

任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
残
任
期
間
の
令

和
７
年
３
月
31
日
ま
で
で

す
。

５
月
15
日
開
催

第
１
回
臨
時
会

　
　
　
　
　
専
決
処
分
の
承
認
な
ど

会　　計　　名 補正額 予算総額

一 般 会 計 491万円 83億7591万円

令和５年度　補正予算一覧

専決処分とは？
地方自治法に基づき、予算や条例などを
議会の議決を経ずに、町長が法規裁量で処分
することで、特に緊急を要するため議会を招集
する時間的余裕がない場合などに行われます。

　「議会だより」の表紙に掲載する

町の「風景」や「行事」などの写

真を募集しています。

　自然豊かな町の風景・子どもた

ちの笑顔など表紙を飾る写真を募

集中！

　次回は 11 月発行。秋らしい写真

を募集します。　

　詳しくは、東吾妻町議会ホーム

ページをご覧ください。　

「議会だより」の表紙の写真を募集します！

　今号の表紙！　須賀尾地区の花菖蒲
地元の方が丹精を込めて育てた花菖蒲が 6 月下旬
～ 7 月上旬頃見事な花を咲かせていました。



【
問
】
生
き
て
い
く
上
で
欠

く
こ
と
の
出
来
な
い
「
食
」。

こ
の
根
幹
と
な
る
大
切
な

「
農
林
畜
産
業
」が
全
国
的
に

危
機
的
状
況
に
あ
る
。
飼
料

肥
料
の
価
格
高
騰
や
人
的
な

担
い
手
不
足
は
深
刻
だ
。
農

業
を
守
る
大
胆
な
政
策
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
当
町
に
お

け
る
令
和
５
年
度
お
よ
び
継

続
の
農
業
振
興
策
は
。

【
町
長
】
一
つ
目
に
は
、
今

年
度
よ
り
農
業
の
担
い
手
を

増
や
す
た
め
に
「
農
業
担
い

手
受
け
入
れ
協
議
会
」
を
立

ち
上
げ
、
新
規
参
入
者
を
受

け
入
れ
る
体
制
づ
く
り
を
始

め
た
。
二
つ
目
は
、「
人
･
農

地
プ
ラ
ン
」
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
49
歳
以
下
の
新
規

就
農
者
に
対
し
て
年
間
１
５

０
万
円
を
支
援
し

て
お
り
、
昨
年
度

３
名
の
実
績
が

あ
っ
た
。
三
つ
目

は
、
農
業
機
械
導

入
等
の
補
助
も

行
っ
て
い
る
。

【
問
】
山
本
県
知

事
は
、群
馬
の
「
農

業
」
と
「
観
光
」

振
興
に
注
力
す
る

姿
勢
を
示
し
て
い

る
。
当
町
に
も「
観

光
農
園
」
が
あ
り
、

農
業
従
事
者
の

方
々
の
取
り
組
み

に
よ
っ
て
新
鮮
で

美
味
し
い
も
の
が

提
供
さ
れ
て
い
る
。

町
内
各
農
園
事
業

拡
大
に
町
の
積
極
的
な
支
援

補
助
が
必
要
と
考
え
る
が
。

【
町
長
】
現
在
は
果
樹
振
興

対
策
で
苗
木
購
入
費
、
棚
な

ど
の
施
設
整
備
の
補
助
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
イ

ベ
ン
ト
等
で
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

し
、
観
光
農
園
で
収
穫
す
る

楽
し
み
を
多
く
の
人
に
体
験

い
た
だ
き
、
町
の
農
業
と
観

光
を
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

学
校
教
育
に
関
す
る
基
本
方
針

【
問
】
将
来
に
わ
た
る
社
会

の
発
展
と
存
続
に
と
っ
て

「
教
育
」は
重
要
だ
。
職
員
の

方
々
が
日
夜
懸
命
に
子
ど
も

た
ち
の
教
育
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
町
の
基
本
的
教
育
方

針
は
。

【
教
育
長
】
学
校
教
育
課
で

は
、「
未
来
を
担
う
子
ど
も
に

生
き
る
力
を
育
む
保
育
･
教

育
の
推
進
」
を
基
本
方
針
と

し
、
重
点
政
策
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

主
な
も
の
と
し
て
は
、
学

力
の
確
実
な
定
着
を
図
り
、

学
び
に
向
か
い
合
う
力
･
社

会
に
参
画
す
る
力
を
育
成
し

て
い
き
た
い
。
マ
イ
タ
ウ
ン

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
や
学
校
支
援

員
の
設
置
な
ど
に
も
努
め
て

い
く
。
ま
た
、
生
命
や
人
権

を
尊
重
す
る
心
の
育
成
で
、

町
で
は
教
育
指
導
員
を
配
置

し
、
学
校
職
員
へ
の
指
導
や

助
言
等
を
行
っ
て
い
る
。

【
問
】
町
で
は
、
水
道
料
金

の
改
定
お
よ
び
実
施
が
近
々

の
課
題
だ
と
思
う
。

　

現
状
は
、
上
水
道
・
簡
易

水
道
事
業
の
基
本
料
金
で
は
、

上
水
は
簡
易
水
道
の
２
倍
の

料
金
で
あ
る
。
今
後
２
事
業

の
あ
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

【
町
長
】
令
和
６
年
４
月
よ

り
公
営
企
業
会
計
に
移
行
す

る
こ
と
に
よ
り
、
町
の
水
道

事
業
は
、
地
方
公
営
企
業
法

適
用
の
水
道
事
業
会
計
お
よ

び
簡
易
水
道
事
業
会
計
の
２

つ
の
会
計
と
な
る
。
将
来
的

に
は
会
計
を
統
合
し
、
料
金

体
系
に
つ
い
て
も
整
合
を
図

り
な
が
ら
、
料
金
は
同
額
と

し
、
水
道
事
業
を
一
つ
に
し

て
管
理
、
運
営
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。

【
問
】
基
本
料
金
を
全
国
平

均
以
上
に
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
国
か
ら
の
補
助
金
を
得

ら
れ
る
制
度
の
活
用
や
、
１

㎥
あ
た
り
の
利
用
料
を
下
げ

る
と
い
っ
た
検
討
も
必
要
で

は
な
い
か
。

【
町
長
】
今
後
そ
の
点
に
つ

い
て
も
町
に
と
っ
て
安
定
し

て
水
道
事
業
が
遂
行
で
き
る

よ
う
し
っ
か
り
と
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
る
。

バ
ス
を
動
く
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

【
問
】
町
で
は
、
運
賃
体
系

の
中
で
高
齢
者
お
よ
び
障
害

者
に
対
し
特
定
の
割
引
を
実

施
し
て
い
る
が
、
県
の
補
助

金
を
得
ら
れ
る
よ
う
乗
車
率

を
上
げ
、
高
齢
者
、
障
害
者
、

免
許
返
納
者
は
、
実
質
的
に

無
料
化
に
向
け
て
、
さ
ら
な

る
努
力
が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
公
共
交
通
は
、
町

の
基
本
と
し
て
、
運
行
の
方

法
を
も
う
一
度
見
直
し
て
町

民
の
皆
さ
ま
が
安
く
、
便
利

に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
状

況
を
作
り
出
し
て
い
き
た
い
。

【
問
】
一
つ
の
考
え
と
し
て
、

バ
ス
を
動
く
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と

し
て
、
お
子
さ
ん
の
絵
を
展

示
し
た
り
、
企
業
協
賛
を
募

り
バ
ス
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど

視
野
に
い
れ
て
考
え
て
は
ど

う
か
。

【
町
長
】
な
か
な
か
い
い
考

え
だ
と
思
う
。
一
つ
の
発
想

と
い
う
も
の
を
大
い
に
大
事

に
し
町
民
の
皆
さ
ま
が
乗
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
る
。

【
問
】
バ
ス
タ
東
吾
妻
（
仮

称
）
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い

て
伺
う
。

【
町
長
】
中
間
報
告
だ
が
高

速
バ
ス
と
路
線
バ
ス
・
一
般

車
の
交
通
結
節
点
、
路
線
バ

ス
同
士
の
交
通
結
節
点
な
ど

の
設
置
整
備
を
予
定
し
、
主

な
施
設
機
能
と
し
て
は
、
駐

車
場
・
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
・

休
憩
・
情
報
発
信
・
地
域
振

興
機
能
等
施
設
を
予
定
し
て

い
る
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
の
質
疑
応
答

は
編
集
し
て
あ
り
ま
す
。
本
会
議

中
の
正
確
な
や
り
取
り
に
つ
い
て

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
会
議
録

（
９
月
中
に
掲
載
予
定
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　４議員が町政を問う
　　　　　　　　　　一　般　質　問
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水質検査計画とは

  水質検査は、水質基準に適合し安全であることを確認するため不可欠であり、水道水の水質

管理において中核をなすものです。

　水質検査計画とは、水質検査の適正化を確保するために、水質検査項目を定めたものです。

水質検査計画の内容

  １　基本方針

　２　水道事業の概要（平高～広石）

　３　水道の原水及び浄水の水質状況（平高～広石）

　４　検査の採水地点（平高～広石）

　５　水質検査項目及び検査頻度

　６　水質検査方法

　７　臨時の水質検査

　８　水質検査の公表

　９　関係者との連携

  東吾妻町役場上下水道課では、水道の原水及び水道水の状況を踏まえ、水質検査計画を作成

しました。さらに、水道水が安全で良質であることを需用者のみなさまにご理解いただけるよ

う、水質検査結果を公表することにしました。

東吾妻町簡易水道事業

平成３１年度　水質検査計画

１１　東吾妻町議会だより　令和５年８月１日　７０号

簡
易
水
道
手
子
丸
配
水
池

二
つ
の
水
道
事
業
を
統
合
し
て

管
理
運
営
を
し
て
い
き
た
い

上
水
道
・
簡
易
水
道
事
業
に
つ

い
て
問
う

A Ｑ

た け ぶ ち ひ ろ ゆ き　　　　　

 竹 渕 博 行 議 員

一 　
般 　　 

質 　　　  
問 　　　　   

守
る
べ
き
美
し
い
田
園
風
景

し げ の よ し ゆ き　　　　　

 重 野 能 之 議 員

Ｑ

A

観光農園事業拡大にさらなる支援を

現在、果樹振興対策補助を実施している
今後も町の農業と観光を発展させていく



【
問
】
県
で
は
デ
ジ
タ
ル
人

材
育
成
拠
点
と
し
て
昨
春
に

「
t
s
u
k
u
r
u
n（
ツ
ク

ル
ン
）」を
開
設
。
小
中
学
生

か
ら
、
最
先
端
の
デ
ジ
タ
ル

教
育
環
境
を
提
供
し
、
実
践

的
な
創
作
活
動
を
行
う
全
国

初
の
施
設
で
あ
る
。
今
年
度
、

県
は
そ
の
サ
テ
ラ
イ
ト
支
援

事
業
と
し
て
要
望
の
あ
る
県

内
各
自
治
体
を
支
援
し
て
、

デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
環
境
を

広
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

一
方
、
当
町
は
深
刻
な
少

子
化
に
直
面
し
て
い
る
。

2
0
0
7
年
の
町
の
出
生

数
は
約
1
0
0
人
。
昨
年
度

に
は
31
人
。
15
年
で
７
割
減

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

「
t
s
u
k
u
r
u
n
サ
テ

ラ
イ
ト
」
を
町
が
受
け
れ
ば
、

県
の
支
援
の
も
と
全
国
初
の

町
営
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
塾

を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
教
育
」こ
そ

が
若
い
世
代
の

町
へ
の
定
着
化

に
つ
な
が
る
最

大
の
対
抗
策
に

な
る
と
考
え
る

が
、
町
に
は
こ

れ
ま
で
に
若
い

世
代
な
ど
か
ら

I
C
T
教

育

機
会
の
ニ
ー
ズ

な
ど
の
意
見
は

ど
の
程
度
寄
せ

ら
れ
て
い
る

か
？

【
町
長
】
直
接

的
な
要
望
は
確

認
さ
れ
て
い
な

い
が
、
社
会
進
化
に
よ
っ
て
、

若
い
世
代
や
子
育
て
世
代
に

と
っ
て
、
こ
れ
ら
の
ニ
ー
ズ

は
重
要
で
あ
り
、
あ
る
一
定

の
意
見
が
潜
在
し
て
い
る
こ

と
は
十
分
に
理
解
し
て
い
る
。

【
問
】深
刻
な
少
子
化
問
題
の

解
決
に
つ
な
が
る
可
能
性
の

あ
る
「
t
s
u
k
u
r
u
n

サ
テ
ラ
イ
ト
」
開
設
の
検
討

状
況
は
。

【
町
長
】
こ
れ
は
我
々
の
町

に
と
っ
て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

と
な
る
こ
と
も
理
解
し
て
い

る
が
、「
t
s
u
k
u
r
u
n

サ
テ
ラ
イ
ト
」
を
導
入
す
る

こ
と
が
、
町
の
未
来
に
と
っ

て
最
善
の
方
策
で
あ
る
か
ど

う
か
は
、
慎
重
に
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

　

今
年
度
は
、
事
業
に
対
し

て
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た

め
、
中
学
生
を
対
象
に
し
た

「
出
張
t
s
u
k
u
r
u
n
」

を
予
定
し
て
い
る
。

全
町
レ
ベ
ル
の
対
策
会
議
を

【
問
】
東
吾
妻
町
は
す
で
に

少
子
化
で
地
域
存
亡
の
危
機

に
あ
る
。
全
町
レ
ベ
ル
で
の

真
剣
な
対
策
会
議
を
立
ち
上

げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
今
後
の
少
子
化
対

策
や
I
C
T
教
育
環
境
の

整
備
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る

検
討
を
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
町
民

の
皆
さ
ま
の
声
や
提
案
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
検
討
を
重

ね
て
い
く
。

東吾妻町議会だより　令和５年８月１日　７０号　１２１３　東吾妻町議会だより　令和５年８月１日　７０号

一 　
般 　　 

質 　　　  
問 　　　　   

デジタル人材育成拠点「tsukurun」

さ い と う た か し　　　　　

 齋 藤 貴 史 議 員

Ｑ

A

深 刻 な 少 子 化 問 題 解 決 の た め に
「tsukurun」サテライト開設を
中学生を対象に「出張 tsukurun」を本年
開催予定

持
続
的
地
域
経
済
の
発
展
を

【
問
】
町
民
の
持
続
的
な
幸

福
と
豊
か
さ
を
実
現
す
る
た

め
に
は
資
源
を
フ
ル
活
用
し

て
の
地
域
経
済
発
展
が
重
要

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
産
業

振
興
と
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
の

取
組
や
成
果
は
。

【
町
長
】
お
ら
が
ま
ち
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
で

は
、
特
産
品
の
一
つ
で
あ
る

コ
ン
ニ
ャ
ク
を
使
用
し
た
デ

ビ
ル
ズ
タ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
開

発
、
地
元
事
業
者
と
の
連
携

に
よ
る
販
売
促
進
や
イ
ベ
ン

ト
フ
ェ
ア
で
の
販
売
、
紙
面
、

S
N
S
、
ウ
ェ
ブ
に
よ
る
情

報
発
信
な
ど
通
じ
、
ブ
ラ
ン

ド
向
上
の
た
め
の
活
動
が
実

を
結
ん
で
い
る
。

【
問
】 

産
業
振
興
に
よ
る
若

者
･
女
性
の
雇
用
促
進
に
向

け
て
の
施
策
を
伺
う
。

【
町
長
】
若
者
起
業
支
援
補

助
金
制
度
を
活
用
し
て
、
こ

れ
ま
で
10
名
の
若
い
世
代
の

方
々
が
起
業
さ
れ
て
お
り
、

新
た
な
活
力
と
な
っ
て
い
る
。

仕
事
と
家
庭
の
両
立
が
可
能

な
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
の
実
現
に
も
注
力
し
、

若
者
や
女
性
の
起
業
支
援
、

雇
用
機
会
の
拡
大
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

【
問
】
観
光
振
興
も
ま
た
地

域
経
済
、
雇
用
、
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
向
上
に
果
た
す
役
割

は
大
き
い
。
町
民
が
主
体
的

に
参
加
、
協
力
す
る
取
組
は

い
か
が
か
。

【
町
長
】
町
民
の
活
力
を
通

じ
て
地
域
全
体
の
活
性
化
に

寄
与
す
る
も
の
と
し
て
、
地

域
活
性
化
事
業
や
観
光
振
興

事
業
補
助
金
等
の
制
度
を
設

け
て
い
る
。
ま
た
、
自
転
車

型
ト
ロ
ッ
コ
事
業
や
道
の
駅

な
ど
は
地
域
の
雇
用
を
生
み

出
す
と
と
も
に
、
生
産
者
の

意
欲
向
上
や
地
域
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
貢
献
し
て
い
る
。

循
環
型
エ
コ
シ
ス
テ
ム
利
用

【
問
】
当
町
に
は
豊
富
な
森

林
資
源
が
あ
る
。
国
で
も
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
新
た
な
価

値
の
創
設
や
小
規
模
地
域
内

エ
コ
シ
ス
テ
ム
事
業
等
を
推

進
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
に
よ
る
発
電
、

熱
電
併
給
の
循
環
型
エ
コ
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
て

は
ど
う
か
。

【
町
長
】
現
在
、
林
業
の
担

い
手
不
足
や
木
材
価
格
低
迷

で
伐
期
を
過
ぎ
た
山
林
が
増

加
し
て
お
り
、
今
後
は
木
材

の
６
次
産
業
化
を
検
討
し
た

い
。
素
材
と
し
て
の
住
宅
や

生
ゴ
ミ
処
理
機
等
の
製
品
販

売
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
エ

リ
ア
と
し
て
、
ツ
リ
ー
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
や
マ
ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク
コ
ー
ス
と
し
て
も
検
討

し
た
い
。

 　一
 　　 般
 　　　  質
 　　　　   問

木
材
６
次
産
業
化
お
よ
び
イ
ベ
ン
ト
利
活

用
も
検
討
し
た
い

小
規
模
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
等
で
地
域
活

性
化
を

A Ｑ

た か は し の り き　　　　　

 髙 橋 徳 樹 議 員
東吾妻むかし道 M ＴＢライド



　

新
た
な
委
員
構
成
に
な

り
定
例
会
中
の
所
管
事
務

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
町
か

ら
、

①
緊
急
経
済
対
策
商
品
券

支
給
事
業
と
し
て
町
民
１

人
あ
た
り
１
万
円
、
６
月
１

日
住
民
登
録
者
に
対
し
７

月
下
旬
郵
送
予
定
。

②
農
業
は
町
の
基
幹
産
業

で
あ
る
こ
と
か
ら
引
き
続

き
Ｃ
Ｓ
Ｆ
（
豚
熱
）、高
病
原

性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

③
水
道
事
業
で
は
、
延
期
さ

れ
て
い
た
水
道
料
金
の
見

直
し
を
行
い
令
和
６
年
度

か
ら
20
％
値
上
げ
を
予
定

し
て
い
る
。

④
道
の
駅
あ
が
つ
ま
峡
・
天

狗
の
湯
、
桔
梗
館
の
利
用
人

数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
コ
ロ
ナ
禍

前
の
水
準
に
戻
り
つ
つ
あ

り
、
吾
妻
峡
レ
ー
ル
バ
イ
ク

「
ア
ガ
ッ
タ
ン
」
の
利
用
人

数
は
前
年
度
比
２
３
７
％

と
大
幅
に
増
加
し
た
。

等
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

　

委
員
か
ら
は
、
現
在
各
分

団
に
あ
る
消
防
自
動
車
は

原
則
20
年
で
更
新
計
画
し

て
い
る
が
、
年
々
購
入
価
格

が
高
く
な
っ
て
お
り
、
過
剰

装
備
に
な
ら
な
い
よ
う
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
委
員
会
構
成
が

変
わ
り
初
め
て
の
委
員
会

と
な
り
、
所
管
事
務
調
査
を

行
い
ま
し
た
。
町
か
ら
は
、

①
低
所
得
世
帯
支
援
給
付

金
（
１
世
帯
３
万
円
）
は
、対

象
世
帯
が
令
和
４
年
度
非

課
税
世
帯
で
令
和
５
年
７

月
末
支
給
予
定
。

②
吾
妻
郡
一
般
廃
棄
物
処

理
施
設
の
現
況
に
つ
い
て

は
、
土
地
取
得
等
要
望
書
を

令
和
５
年
６
月
下
旬
に
財

務
省
関
東
財
務
局
前
橋
財

務
事
務
所
へ
提
出
し
た
。
そ

の
後
審
査
等
が
実
施
さ
れ
、

施
設
完
成
を
当
初
の
予
定
通

り
令
和
12
年
度
を
目
指
す
。

③
町
弓
道
場
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
修
繕
等
必
要
な
場

合
に
そ
の
都
度
対
応
し
て

い
く
方
針
で
あ
る
。

等
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

各
委
員
か
ら
は
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
促
進
、
町

内
児
童
ク
ラ
ブ
の
あ
り
方

な
ど
に
意
見
お
よ
び
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
会
運
営
委
員
会
、
お
よ

び
議
員
全
員
協
議
会
で
慎

重
に
協
議
を
し
、
委
員
会
発

委
に
よ
り
予
算
決
算
特
別

委
員
会
を
設
置
い
た
し
ま

し
た
。

　

議
員
定
数
も
12
名
に
削
減

さ
れ
、
特
に
重
要
な
予
算
決

算
に
対
し
て
議
員
全
員
で
情

報
共
有
し
、
今
後
の
町
政
に

反
映
す
べ
く
協
議
を
す
る
も

の
で
す
。
議
長
を
除
く
全
議

員
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
当
委
員
会
で
、

議
会
報
告
会
、
高
校
生
･
中

学
生
議
会
等
の
開
催
に
向

け
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　　

定
例
会
中
の
委
員
会
を

６
月
12
日
に
開
催
し
ま
し

た
。
第
70
号
の
一
般
質
問
の

編
集
担
当
者
を
決
め
て
、
３

日
間
の
委
員
会
を
経
て
、
配

布
開
始
予
定
を
８
月
７
日

と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
全
員
協
議
会

の
協
議
内
容
に
つ
い
て
は

町
民
の
皆
さ
ま
が
関
心
を

持
っ
て
い
る
こ
と
で
も
あ

り
、
編
集
責
任
者
で
あ
る
議

長
の
許
可
を
得
て
今
回
よ

り
毎
号
掲
載
の
方
向
で
考

え
て
お
り
ま
す
。
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総
務
建
設
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
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議
会
広
報
特
別
委
員
会

道の駅あがつま峡

改修した学童施設

議
会
運
営
委
員
会

（２）･ 高速バス等交通結節点整備基本構想案
①目的：公共交通の利便性向上と利用促進 ･ パークアンドラ
イド機能で環境へ貢献 ･ 安全で快適な交通環境を提供 ･ 地域
の玄関口として情報発信機能
②主な施設：駐車場、バスターミナル、休憩施設、情報発信
施設、地域振興機能施設  ③稼働時期 : 令和９年度以降
質問　事業主体は 「町など」 との説明だが、 どこまで入るのか。

回答　関係町村 （中之条町 ･ 高山村） や事業者などが入るが、

群馬県ではなく、 町が中心となって進めていく事業。

･ さかうえ拠点バス停基本計画案
①目的：地域交通の乗り換え拠点、
地域の暮らしを支える生活 ･ 交流拠点
②主な施設：バスターミナル、駐車場
待合所、多目的スペース
③施設稼働：令和８年度以降

現在進行中の課題に問う！　議員全員協議会
　6 月 12 日議員全員協議会が開催され、現在進行中の課題を協議しました。

旧
東
吾
妻
町
役
場
跡
地

さかうえ拠点バス停

（１）指定管理者制度の適用施設に係る
候補者選定の事務手続き
　次の施設の候補者選定の事務手続き
に入ります。公募期間は 7 月～ 9 月です。
①特別養護老人ホームいわびつ荘
②いわびつ体験農園
③あがつまふれあい公園（天狗の湯含む）

 （３）吾妻郡一般廃棄物処理施設の現況
　大柏木の国有財産取得要望土地の受
付が始まりました。施設の稼働目標は令
和 12 年度後半以降で、今後施設整備基
本計画策定を進める予定です。 

  （５）水道事業の料金改定　
　過去２年間新型コロナや経済状況を
みて先送りしてきましたが、料金収入が
減っている中で、早い時期に石綿管耐震
管更新工事をしなければならないため、
料金改定はせざるを得ない状況です。
　令和６年４月の料金改定を
目指し、水道事業及び下水道
事業運営審議会を新たに組織
し、協議していく予定です。

（６）・太田地区の放課後児童クラブ
　運営事業者が、令和５年度末をもって
撤退することから、新しい事業者を公募
等で決めていく予定です。

・原町地区の放課後児童クラブ
　令和６年度から、原町小学校の空き教
室を活用した放課後児童クラブの運営
が行えるよう、改修工事を進めてまいり
ます。
意見　現在の学童施設は閉鎖型だが、 トイ

レや図書館等は、小学校の施設を兼用する

ことが有効ではないか。今後検討してほしい。

要望　保護者や事業者には早めに説明をし、

心配のないようにしてほしい。

（４）群馬原町駅南側地区まちづくり計画（役場旧庁舎跡
地利活用事業）
 　「群馬原町駅南側地区まちづくり計画」と「ぐんま ” ま
ちづくり ” ビジョン東吾妻町アクションプログラム」を令
和５年３月に策定しました。
　　　　　　　　　　　　　旧役場跡地の利用は、まちづ
　　　　　　　　　　　　くりワークショップなどの意
　　　　　　　　　　　　見から、各種イベントを実施可
　　　　　　　　　　　　能な暫定施設の整備を行い、Ｊ
　　　　　　　　　　　　Ｒ群馬原町駅周辺のまちづく
　　　　　　　　　　　　りの機運を醸成し、多世代交流
　　　　　　　　　　　　･ にぎわいの拠点形成につな
　　　　　　　　　　　　げていくことを目指します。
質問　暫定施設の整備はどこにどのように設置するか。財源は？

回答　町所有の旧役場跡地内に設置。 ワークショップなどの社

会実験を通して出た意見をふまえて考えたい。 社会実験の中

で出た方向性で、 県の補助金などがあれば検討していく。

要望　施設を作ることが前提ではなく、 そこで何をするかを考え

て進めてほしい。

要望　町民に町の意向を伝える努力を重ねてもらいたい。

要望　過去にワークショップに参加したが、 東洋大学に丸投げ

をしている印象を受ける。 若い人の意見が反映されていないよ

うに感じるので、 実際に活動する人の意見を聞いてほしい。



　

議
員
定
数
が
14
名
か
ら
12

名
に
削
減
し
て
改
選
後
、
初

の
6
月
定
例
会
も
終
了
し
、

新
議
員
２
名
の
仲
間
も
加
わ

り
総
勢
７
名
で
編
集
作
業
を

行
い
ま
し
た
。「
よ
り
わ
か

り
易
く
」
を
基
本
に
町
民
の

皆
さ
ま
に
議
会
活
動
を
お
伝

え
す
る
た
め
に
親
し
み
や
す

い
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
た

編
集
に
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
70
号
よ
り
議
員
全

員
協
議
会
で
の
直
近
の
行
政

内
容
や
質
疑
を
掲
載
し
て
町

民
の
皆
さ
ま
に
最
新
情
報
を

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。　
　
　
（
里
見　

武
男
）

　
　

議
会
広
報
特
別
委
員
会
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■ まちの声

編
　
集
　
後
　
記
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「いつかは一歩を踏み出して……」

　　　　　大塚　知紀さん   （50 歳 / 萩生）

　現在、私は電気事業に従事しています。
同時に兼業で実家の稲作もしています。
　親の代ではイチゴ栽培に注力しました
が、９年前の大雪でハウスが倒壊。それを
機に実家のイチゴ栽培は閉じました。昔か
ら稲作も並行していて今も続けています。
　昨年、農業を一手に背負っていた父が他
界し、遺作となった父の米が、米・食味分
析鑑定コンクールで金賞を受賞しました。
父の代わりに私が受賞式に臨み、大変感慨
深かったです。
　年齢を重ねるごとに、坂上に住んでいて
良かったと実感しています。仕事で市街地
に行き作業することもありますが、近隣へ
の気遣いがとても大変そうです。坂上は家
族にとって居心地の良い場所であり、子ど
もたちものびのび育っています。
　人口減少が顕著な東吾妻町は、次世代の
若者の仕事をどう生み出すかが重要だと思
います。

　また、年々高齢化していく自治会の組織
再編などは、町がリードして変化のキッカ
ケを作っていただけるとありがたいと思い
ます。
　子どもに関しては、小学校から中学校で
急に人数が増えることに順応できるかが心
配です。学校統合してほしいという声はま
だ聞かれませんが、近い将来避けられない
のでは…との不安は皆が抱えていることで
しょう。
　また、給食の外注案が今後どうなるか、
安心して任せられるのかを注視していま
す。
　いつか一歩を踏み出し、農業に専念した
い。現実的には大変勇気が要りますが、子
ども達が将来どんな道に進んだとしても、
いつでも戻って来られる場所を創ってあげ
たいのです。

日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

本会議 本会議 常委 常委

10 11 12 13 14 15 16

特委 全協
特委

休会 本会議 本会議

※予定ですので、詳しくはお問い合わせください。
常委：常任委員会、特委：特別委員会、全協：議員
全員協議会

　　　９月定例会予定表　　　

   おおつか　     とものり


